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川崎市消防局警防部救急課

救急隊員への入所者等
情報提供について

本市における将来人口と救急件数の推計

平成２７年 平成４２年 平成６２年

推計
市内人口

1,471,400 1,522,000 1,422,600

推計
６５歳以上
人口

293,100 368,600 498,400

推計
救急件数 66,740 101,582

？

ピーク

ピーク
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●全救急件数
６５，８２５件

（搬送人員：５７，５２８人）

●高齢者福祉施設からの搬送人員
４，１６７人 （１４．８％）

（６５歳以上の搬送人員に占める割合）

●高齢者の搬送人員
３０，１３９人 （５２．４％）

（搬送人員に占める割合）

８年連続

昨年から
１，０７９件

昨年から３６４件
※数値は平成２７年中

決められた書式を作成し、看護サマリー
に綴じ、いつでもわかるようにしてある

８３％

情報は全てサマリーに記載されており、探
せば分るようになっている

１３％
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平成２０年８月から、

情報収集の時間を短縮し、
傷病者を的確かつ迅速に搬送
することを目的にお願いして
おります。

定期的に更新し事前に用意している

５９％

救急要請時にその場で記入している

２５％
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６％

搬送人員
現場到着～
搬送開始 軽症の割合 中等症の割合 重症の割合

Ｈ２５年 ３４１２人 ２３．４分 ２７．５％ ５３．７％ １５．７％

Ｈ２６年 ３９２２人 ２２．８分 ２６．０％ ５６．１％ １５．０％

Ｈ２７年 ４３１０人 ２２．４分 ２６．４％ ５７．３％ １４．７％

２３．４分
から
２２．４分
に短縮
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「情報連絡会」

各署管内の施設等と相互理解を深めた円滑
な連携体制の構築をするための「懇談の
場」として開催しております。

平成２７年度中は、市内５４施設（前年４
５施設）と情報連絡会を実施しました。

今後も継続してお願いします。

徐々に顔の見える関係が築かれつつあります。

今後も更に連携を深めさせていただき、より迅
速な救急活動が出来ますよう御協力をお願いい
たします。


